
Ⅶ．調査票サンプル

　　

◆調査時点

2024年3月31日現在とします。

◆調査票の締め切り

お忙しいところ大変お手数ですが、2024年4月15日（月）までにご返送をお願いいたします。

◆お問い合わせ先

１．総括教育研修責任者 ２．教育研修推進者 ３．実務者

 ②企業コード

 ③本調査票記入者氏名

 ④役割り　〔１つだけ選択〕

 ⑤問い合せ先電話番号

2024年版 ＭＲ白書

ＭＲの実態および教育研修の調査
　回答いただいた内容は統計的に処理し、企業の個別情報（企業名や数値データ）は、一切公表しません。

メール用 Excel版 調査票

ご回答者様の情報

 ①企業名

それではここから本調査項目に入ります。お手数ですがご協力をお願いいたします。

公益財団法人ＭＲ認定センター

企画部長 小日向 強
TEL ０３-３２７９-２５００ e-メール mrkikaku@mre.or.jp
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Ｉ．ＭＲの概要について

 ①通常、医療機関を訪問して活動するＭＲ ※１ 名

１．認定証取得者 名

２．認定証未取得者（失効者を含む） 名

 ②Ｗｅｂまたは電話でのみ活動するＭＲ ※２ 名

１．認定証取得者 名

２．認定証未取得者（失効者を含む） 名

 ③管理職 ※３ 名

１．認定証取得者 名

２．認定証未取得者（失効者を含む） 名

 ④　①～③以外の認定証取得者 ※４ 名

 ⑤　①のうち薬剤師 名

 ⑥　②のうち薬剤師 名

 ⑦　①のうち薬剤師以外の有資格者 ※５ 名

 ⑧　②のうち薬剤師以外の有資格者 ※５ 名

１．教育研修部門 ２．マーケティング部門 ３．メディカルアフェアーズ部門

４．学術、学術情報 ５．くすり相談部門

６．安全管理、品質保証、信頼保証、ファーマコヴィジランス部門

７．流通・流通政策部門 ８．コンプライアンス部門 ９．薬事部門

10．研究・開発部門 11．人事・総務・経理・財務など経営管理部門

12．その他

Ｍ
Ｒ
数
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
認
定
証
取
得
者
数

Ｑ１ MR数について各項目に人数をご記入ください。〔各数値記入〕

ＭＲとは、企業を代表し、医薬品の適正使用並びに薬物療法の向上に貢献するために、医療関係者と面談又
は電子ツール等を用いた情報交流を通じて、医薬品の品質・有効性・安全性等に関する情報の提供・収集・
伝達を主な業務として行う者をいう。（ＭＲ認定要綱）

有
資
格
者
別
Ｍ
Ｒ
数

Ｑ１④が所属する部門に当てはまるものを教えてください。〔いくつでも選択可〕Ｑ１－１

※１ 直接医療機関を訪問し医療従事者と面談することを前提としてＭＲ活動をする者
（製薬企業はコントラクトＭＲを除いた人数、ＣＳＯは所属ＭＲ数を記入）

※２ 直接医療機関を訪問せず、医療従事者にＭＲ活動をする者で、
外部からの問い合わせにのみ回答する業務を担当する者を除く
（製薬企業はコントラクトＭＲを除いた人数、ＣＳＯは所属ＭＲ数を記入）

※３ ＭＲを部下に持つ管理職
（所長、エリアマネージャー、ＤＭ、課長、部長、支店長、ブロックマネージャー、

グループマネージャー、本部長、事業部長など）
※４ 主に内勤者
※５ 医師、歯科医師、看護師等
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Ⅱ．ＭＲの雇用について

１．採用した

２．採用しなかった

Ｑ２で「１．採用した」を選んだ方にお聞きします。

１．正社員として採用

２．契約社員として採用

３．採用しなかった

Ｑ３で「１．正社員として採用」「２．契約社員として採用」を選んだ方にお聞きします。

１．製薬他社のＭＲ

２．コントラクトＭＲ

３．特約店関係者

４．医療関係者（薬剤師、看護師、検査技師など）

５．他業界

１．倫理教育 ２．安全管理教育 ３．技能教育

４．製品知識 ５．製品関連領域知識 ６．その他の教育

１．１週間以内 ２．２週間以内 ３．３週間以内 ４．１ヵ月未満 ５．１ヵ月以上

１．医療機関への訪問に同行

２．医療関係者とのリモート面談に同席

３．Ｏｆｆ－ＪＴで研修最後にロールプレイ等の実演

４．実務教育で提供した内容を確認するテスト（実演を伴わない）

５．その他

６．行っていない

名

Ｑ２ 新卒者のＭＲ採用をしましたか。（2024年4月採用） 〔１つだけ選択〕

Ｑ２－１
Q２の新卒採用者のうち、入社時すでにMR認定試験に合格していた人数を教えてください。
〔数値記入〕

Ｑ４
MR認定証を保持した中途採用者に対し入社後すぐに行う教育研修について、実施する実務教育
の科目を以下の選択肢から教えてください。〔いくつでも選択可〕

Ｑ３ ＭＲの中途採用をしましたか。（2023年4月～2024年3月採用） 〔いくつでも選択可〕

Ｑ３－１ 中途採用者の前職は何でしたか。〔いくつでも選択可〕

Ｑ４－１
Ｑ４の実務教育の開始から成果確認し終了するまでに要する期間は、おおよそどの程度か教え
てください。〔１つだけ選択〕

Ｑ４－２ Ｑ４の研修の成果確認について、どのような方法で行いますか。〔いくつでも選択可〕
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１．契約している

２．契約していない

Ｑ５で「１．契約している」を選んだ方にお聞きします。

１．倫理教育 ２．安全管理教育 ３．技能教育

４．製品知識 ５．製品関連領域知識 ６．その他の教育

１．１週間以内 ２．２週間以内 ３．３週間以内 ４．１ヵ月未満 ５．１ヵ月以上

１．倫理教育 ２．安全管理教育 ３．技能教育 ４．製品知識

５．製品関連領域知識 ６．その他の教育 ７．委託している科目はない

Ｑ５

①合　計
②派遣型ＭＲ ※１ ③請負型ＭＲ ※２

Ｑ６－１
Ｑ６の実務教育の開始から成果確認し終了するまでに要する期間は、おおよそどの程度か教え
てください。〔１つだけ選択〕

Ｑ６
MR認定証を保持したコントラクトMRに対し契約開始後すぐに行う教育研修について、実施する実
務教育の科目を以下の選択肢から教えてください。〔いくつでも選択可〕

名

コントラクトＭＲの契約について。〔１つだけ選択〕

Ｑ５－１
2024年3月31日時点で契約中のコントラクトＭＲの人数をお答えください。
〔各数値記入〕

名名

Ｑ６－２
Ｑ６のうち、派遣元ＣＳＯが実施しているものを教えてください。
〔いくつでも選択可〕

※１ 派遣型ＭＲとは、ＣＳＯから製薬企業へ派遣され、派遣先企業ＭＲの一員として活動するＭＲを指します。
※２ 請負型ＭＲとは、ＣＳＯが製薬企業からプロジェクトを請負い、ＣＳＯの監督下で活動するＭＲを指します。

※Ｑ５～Ｑ６－２は製薬企業のみ回答してください。（ＣＳＯはＱ７へ進んでください）
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Ⅲ．ＭＲの継続教育について

１．企業が会議等で受講時間を確保している

２．企業がＭＲ個人に業務時間内に受講するよう指示している

３．ＭＲ個人の自主性に委ねている

４．その他

Ｑ７で「１．企業が会議等で受講時間を確保している」を選んだ方にお聞きします。

 時間 程度確保している

１．基礎教育年次ドリル開始の通知

２．自社独自の期限設定

３．受講対象者全員に定期的なドリル進捗状況および実施をリマインドする通知

４．受講対象者全員に自社期限直前（１ヵ月前、１週間前など）のリマインド通知

５．受講対象者全員に３月末期限の直前（１ヵ月前、１週間前など）のリマインド通知

６．未完了者個別に定期的なドリル進捗状況および実施をリマインドする通知

７．未完了者個別に自社期限直前（１ヵ月前、１週間前など）のリマインド通知

８．未完了者個別に３月末期限の直前（１ヵ月前、１週間前など）のリマインド通知

９．その他（通知以外のサポートなど）

１．基礎知識の維持・向上はＭＲにとって極めて重要だから

２．自社ＭＲの資質を維持、向上させ、医療関係者からの信頼性を確保するため

３．ＭＲ認定制度で求められているから

４．受講者の多くが所属する組織からのニーズがあるから

５．未完了者が多くなると教育研修部門の管理責任が問われるから

６．未完了者が認定証を更新する際に困るから

７．その他

Ｑ８
認定要綱上、継続教育における基礎教育は原則個人学習としている。学習ポータルを用いる場
合、受講・進捗状況等に関する通知のサポートについて教えてください。〔いくつでも選択可〕

Ｑ７

Ｑ７－１ 平均して月間で、どれくらいの時間を確保されているか教えてください。〔数値記入〕

認定要綱上、継続教育における基礎教育は原則個人学習としている。基礎教育受講の体制につ
いて教えてください。〔1つだけ選択〕

月間

Ｑ８－１
上記サポートを行っている背景や理由として以下の選択肢に近いものがあれば選んでください。
その他に背景や理由があれば具体的に教えてください。〔いくつでも選択可〕
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１．医療機関への訪問に同行

２．医療従事者とのリモート面談に同席

３．Ｏｆｆ－ＪＴで研修最後にロールプレイ等の実演

４．実務教育で提供した内容を確認するテスト（実演を伴わない）

５．その他

６．行っていない

１．３日以下 ２．４～６日 ３．７～12日

４．13～24日 ５．25日以上

Ｑ９－２
実地での成果確認を行うにあたり障害となっていることや課題を具体的に教えてください。〔文
字記入〕

Ｑ９で「１．医療機関への訪問に同行」「２．医療従事者とのリモート面談に同席」のどちらも選ば
なかった方にお聞きします。

Ｑ９で「１．医療機関への訪問に同行」「２．医療従事者とのリモート面談に同席」の少なくともど
ちらか一方を選択した方にお聞きします。

Ｑ９－１
実務教育の実地での教育（ＯＪＴ）は、年間1ＭＲあたり平均何日になるか教えてください。〔1つ
だけ選択〕　（終日同行：１日、半日同行：0.5日、接点同行、リモート同席：0.2日でイメージして
ください）

〔回答例〕 MRの直属の上長に部下育成の役割がなく、MRの教育は研修部門が担当することになっているため、地理的に
　　　　　　 MR同行が行えていない。

Ｑ９ 実務教育の成果確認について、どのような方法で行いましたか。〔いくつでも選択可〕
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１．離職期間に関わらず必ず実施している

２．一定以上の離職期間がある場合に実施している

３．復職者の知識・技能が期待するレベルに満たない場合に実施している

４．本人または部門の依頼により適宜実施している

５．復職者に対する研修は実施していない

６．該当者がいない（実施したことがない）

７．その他

１．３ヵ月以上 ２．６ヵ月以上 ３．１年以上 ４．２年以上

５．その他

Ｑ10で 「２．一定以上の離職期間がある場合に実施している」 を選んだ方にお聞きします。

Ｑ10
休職、配置転換等によりMR職を離れ、実務教育を履修していない者がMR職に戻る場合に行われ
る、いわゆる「復職研修」等について教えてください。〔1つだけ選択〕

Ｑ10－１ 研修の実施を決める基準とする離職期間を教えてください。〔１つだけ選択〕
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Ⅳ．ＭＲ導入教育ついて

１．はい

２．いいえ

Ｑ11で「１．はい」を選んだ方にお聞きします。

１．社員が講師としてプログラムのすべてを行っている

２．プログラムの一部で外部講師を招聘または外部の基礎教育講座を利用している

３．すべてのプログラムで外部講師を招聘または外部の基礎教育講座を利用している

Ｑ11－１で「２．」または「３．」を選んだ方にお聞きします。

１．MR導入教育実施機関※を利用している

２．MR導入教育実施機関※は利用していない

Ｑ11で「１．はい」を選んだ方にお聞きします。

１．社員が講師としてプログラムのすべてを行っている

２．プログラムの一部で外部講師を招聘または外部の教育講座を利用している

３．すべてのプログラムで外部講師を招聘または外部の教育講座を利用している

Ｑ11－２で「２．」または「３．」を選んだ方にお聞きします。

１．MR導入教育実施機関※を利用している

２．MR導入教育実施機関※は利用していない

Ｑ11 2023年度に導入教育を実施しましたか。〔１つだけ選択〕

Ｑ11－１ 導入教育の基礎教育を担当する講師について教えてください。〔１つだけ選択〕

Ｑ11－１－１

Ｑ11－２ 導入教育の実務教育を担当する講師について教えてください。〔１つだけ選択〕

導入教育の実務教育についてMR導入教育実施機関を利用していますか。
〔１つだけ選択〕

Ｑ11－２－１

※MR導入教育実施機関…現在、「株式会社アクメディッド、学校法人医学アカデミー薬ゼミトータルラーニング事業部、株式会社医薬情報教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　 研究所、株式会社エクスグローゼ、プロネスティ株式会社」の５社が認定されている。

※MR導入教育実施機関…現在、「株式会社アクメディッド、学校法人医学アカデミー薬ゼミトータルラーニング事業部、株式会社医薬情報教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　 研究所、株式会社エクスグローゼ、プロネスティ株式会社」の５社が認定されている。

導入教育の基礎教育についてMR導入教育実施機関を利用していますか。
〔１つだけ選択〕

Q12へ進んでください
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Ⅴ．教育研修担当者について

１．前年度に比べて増えた

２．前年度に比べて減った

３．変わらない

１．マーケティング（主に製品担当など）

２．メディカルアフェアーズ部門（ＭＳＬを含む）

３．学術、学術情報

４．安全管理、品質保証、信頼保障、ファーマコヴィジランス部門

５．コンプライアンス部門

６．薬事部門

７．開発部門

８．生産部門

９．人事・総務・経理・財務など経営管理部門

10．その他

名

Ｑ14
専従者の部署以外でＭＲに対する教育研修を担当し、研修資料の制作・提供および講師等を兼
務している部署を教えてください。〔いくつでも選択可〕

Ｑ12 教育研修専従者（トレーナー）数について 〔数値記入〕

Ｑ13 教育研修専従者（トレーナー）数の変化について 〔１つだけ選択〕
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Ⅵ．その他

１．１００％

２．８０％以上

３．５０％以上

４．５０％未満

５．わからない

１．企業のトップ

２．営業部門

３．マーケティング部門

４．メディカルアフェアーズ部門

５．学術、学術情報

６．安全管理・品質保証・信頼保障・ＰＶ

７．コンプライアンス部門

８．研究・開発部門

９．人事部門

Ｑ15 ＭＲ認定証の携行、ＭＲバッジの着用の割合はどのくらいですか。〔１つだけ選択〕

歴
史
や
意
義
は
知
ら
な
い

十
分
に
理
解
さ
れ
サ
ポ
ー

ト

し
て
も
ら
え
る

該
当
す
る
部
門
が
な
い

わ
か
ら
な
い

理
解
さ
れ
て
い
る

歴
史
や
意
義
を
多
少
は

知
っ

て
い
る

Ｑ16
MR認定制度の歴史や意義に対し、教育研修部門以外の社内の理解度はどの程度でしょうか。
〔各１つだけ選択〕

Ｑ15－１ ＭＲ認定証の携行、ＭＲバッジの着用を、あまりしない理由を教えてください。〔文字記入〕

Ｑ15で 「３．５０％以上」 「４．５０％未満」 「５．わからない」 を選んだ方にお聞きします。
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Ｑ17
ＭＲ認定センターの教育研修への支援体制に対するご意見・ご要望を教えてください。
〔文字記入〕

アンケートは以上で終了です。ご協力いただき誠にありがとうございました。
大変お手数ですが、2024年4月15日（月）までにご提出をお願いいたします。

※ご記入が終了しましたら、このファイルを保存していただき、マルチリターンシステムの
「メール用調査票送信フォーム」よりご送信をお願いいたします。

メールソフトで送る場合は「回収用メールアドレス」宛てに
この調査票ファイルを添付の上、ご送信をお願いいたします。

メール用調査票の送信方法について

mr@across-net.co.jp
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